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厚生労働省を志望した動機を
教えてください。

菅原：私は大学時代、教育社会学を専攻
していました。もともとは教育行政に興味
を持っていたのですが、就職活動をする
中で、自分は困っている人にアプローチ
するような福祉的機能を行政に期待して
いることに気づき、そこに携わりたいと考
えるようになりました。
　また、通信制高校に関わる課外活動に
参加し、様々な事情や家庭環境の課題を
抱える生徒たちと接する中で、そうした生
徒たちの卒業後の人生やキャリアを支援
したいと思うようになりました。そこで、人
生の様々な段階に応じて、一人ひとりの

生活や就労を支える施策を担う厚生労
働省に魅力を感じ、志望しました。

渡久地：私は文化人類学を専攻していま
した。研究の一環として、多くの方のライ
フヒストリーを聞く機会があり、その中
で、「働くこと」に対するやりがいや葛藤、
不安について語る方が多かったことが印
象に残っています。
　また、私自身が新卒応援ハローワーク
を利用した経験や、高校でTAとして生徒
を支援する活動に2年間携わった経験か
ら、若年者のキャリア形成に関心を持つ
ようになりました。
　こうした経験を通じて、働くことに関わ
る仕事がしたいと考えるようになり、営利
目的ではなく公共的な立場から幅広い
人の「働く」を支援したいと思い、厚生労

働省に魅力を感じました。

吉川：私は大学・大学院で認知神経科学
（脳科学）を専攻していました。身近な人
がトラウマを抱えた経験があり、精神的
な苦痛を抱えた人が、直接恐怖と向き合
わなくても苦しみを和らげる方法はない
かと考えたことが興味の始まりでした。
　厚生労働省を志望した理由は、精神的
な困難だけでなく、様々な困難を抱える
人に対して、支援や制度の面から幅広く
関わることができると考えたからです。
　就職活動では民間企業も幅広く見て
いましたが、営利を目的にするという性
質上、本当に支援を必要とする方々すべ
てにリーチすることには限界があると思
い、生涯を通じて人々を支えることのでき
る厚生労働省に魅力を感じ、入省を決め
ました。今振り返ると、人が人生の大半を
過ごす「働く」という領域に関わることが、

吉川：官庁訪問の時に出会った職員の
方々がとても温かくて、親身に寄り添って
くれたことが印象に残っています。
　そして実際に入省してからも、その印
象は変わりませんでした。右も左も分か
らない私たちに対して気さくに声を掛け
てくださいますし、的確なアドバイスをく
ださる上司や先輩方に恵まれています。
　また、労働局、民間企業、他省庁など出
身も様々で、多様なバックグラウンドを持
つ方々とともに働くことで、日々良い刺激
を受けています。

官庁訪問を通じて感じた印象と
入省後に感じた職場の印象を
教えてください。

ても優しくて温かい」と書いてありました
が、「本当かな」と思っていました（笑）。国
家公務員は淡々としているという勝手な
イメージがありましたし、「自分がそんな
環境に飛び込んで大丈夫なのかな」と
思っていました。
　でも入ってみたら、みなさん本当に普
通の人というか、人間味があって温かく
て、パンフレットに書いてあった通りだな
と実感しました。

平田：みなさん厚生労働省の職場について
すごい極端なイメージを持っていますね。
　就活生のみなさんも、決してそんなことな
いので、安心していただければと思います。
　渡久地さんの職場（キャリア形成支援
室）は他の部署と比較しても人間科学職
の方が多いと思いますが、職場の雰囲気
はどのように感じていますか。

渡久地：毎朝投稿している「朝メール」を
きっかけに仕事以外の雑談をすることも
あり、気軽にコミュニケーションを取れる
ので、とても働きやすいです。
 　また、困ったことや分からないことが
あれば、同期や先輩に気軽に相談できる
環境があります。人間科学職は人数が少
ない分、横のつながりや先輩との距離の
近さを感じており、お互いに支え合いな
がら仕事ができていると感じています。

稲田：たまたまSNSを見ていた時に、新卒
者の就職率に関するデータが話題になっ
ていて、「このデータは自分たちの職場で

実際に仕事して印象に残っている
ことややりがいを感じた瞬間は
ありますか。

不安や期待を胸に人間科学職を選んだ令和8年度入省の皆さんに、入省のきっかけや仕事の魅力について
お話を伺いました。入省9年目までの若手職員を対象に取ったアンケートの結果もご紹介します。
【インタビュアー：令和6年度入省  平田】
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菅原：入省前に思っていたよりも休みが
取りやすかったです。周りにも柔軟な働き
方をしている人が多くて、育児で時短勤
務をしていたり、フレックスを活用してい
たり、テレワークも結構柔軟に取っている
なと感じています。あと、自分の室では今
フリーアドレスで固定席がないので自然
といろいろな人と関わる機会があります
し、わからないことがあればすぐに相談
できます。
　人間科学職の先輩方も多く、周囲に聞
きやすい雰囲気があるので、素敵な職場
だなと感じています。

松本：ワークライフバランスの面では、ま
ず休みが取りやすいです。毎月必ず1回
は有給休暇を取っていますし、先輩方か
らも「今月有給取った？」と声を掛けても
らえるので、とても取りやすいです。
　私は地方から出てきたこともあって、説
明会やOB・OG訪問をほとんどせず、イン
ターネットの情報だけで厚生労働省を認知
していました。そのため、かなり厳しい職場
を想像していましたが、実際は真逆でした。

稲田：人間科学職のパンフレットには「と

厚生労働省を志望しました。

松本：私も大学院で臨床心理学を専攻し
ていました。
　カウンセリングを学ぶ中で、不登校や
職場の悩みなど、様々な困りごとを抱え
る方々への個別支援について学んでいま
した。特に発達障害や精神障害のある方
と関わる機会が多くありました。
　話を聞いていく中で、個人の問題とい
うよりも、障害のある方が生きづらさを
感じる社会の構造そのものに課題がある
のではないかと考えるようになりました。
　そのため、個別支援だけでなく、誰もが
平等に利用できる制度やサービスを整備
することで、より多くの人を支えられるの
ではないかと思うようになりました。
　当初はカウンセラーや法務省も進路と
して考えていましたが、「問題が 起きた
後」ではなく、「問題が起きる前」に支援で
きる仕事がしたいという思いから、最終
的に厚生労働省を選びました。

稲田：私は大学院で臨床心理学を専攻し
ていました。周囲の多くが臨床の道に進
む中で、研究や実習を経験するうちに、自
分は臨床現場で働くよりも別の形で社会
に貢献したいと考えるようになりました。
　大学院時代に精神科クリニックで実習
を行う中で、働きたい気持ちはあるもの
の、手当と賃金の関係から復職に踏み出
せないケースを目の当たりにし、「制度は
本来支援が必要な方々を支えるもので
あるはずなのに」、と制度に対する問題意
識が生まれました。こうした経験から、個
人への支援だけでは解決できない問題
があり、制度そのものに働きかける必要
があるのではないかと考えるようになり
ました。そして、それができる場所として

自分の目指していた支援の形に最も近
いと考えています。

若手職員に聞いた
「入省のきっかけ」

● 対人支援ではなく制度や政策立案
の面からのアプローチが重要だと
思ったから。
● 生きづらさを抱える方々を支える

「セーフティーネット」としての役割に
魅力を感じたから。
● 官庁訪問の際に対応してもらった
職員の方があたたかかったため。

1. 入省前は何をしていましたか?

● 大学生

● 大学院生

● 公務員

● その他

11%

56%

30%

4%

2. 大学（大学院）の専攻は何ですか？

● 教育学系

● 心理学系

● 社会学系

● その他文系

● その他理系
48%

11%

19%

19%

4%

3. 厚生労働省以外に、官庁訪問で
 訪問した省庁はどこですか?

● 文部科学省

● 法務省

● 厚生労働省のみ

● その他

32%

32%

24%

12%

若手職員に聞いた
「入省前とのギャップ」

● 思っているよりいろいろな業務があ
る。（システム系、幅広い政策立案）
● 休みが取りやすい。休暇・休業制度
が充実している。
● 話しやすい環境で、様々なことに挑
戦できる。

座談会1年目職員の
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る。（システム系、幅広い政策立案）
● 休みが取りやすい。休暇・休業制度
が充実している。
● 話しやすい環境で、様々なことに挑
戦できる。

座談会1年目職員の



職業安定局  障害者雇用対策課職業指導係

近藤 希音 こんどう ねね 令和8年入省

職業安定局  需給調整事業課調整係

青野 源太 あおの げんた 令和5年入省

人材開発統括官  若年者・キャリア形成支援担当参事官室若年者就職援助係

柳沼 洋輝 やぎぬま ひろき 令和8年入省

2221

方の仕事に対する姿勢や知識の深さから
日々刺激を受けており、自身の成長にも
つながっていると感じています。

菅原：私の所属している職業紹介等業務
担当参事官室では、都道府県労働局との
やり取りが多く、1年目でもハローワーク
へ視察に行く機会があります。そうした中
で、現場とのつながりを実感することが多
いです。
　業務を通じて、厚生労働省や職業安定
局が全国の労働局やハローワークをつな
ぐ中核的な役割として機能していることを
強く感じます。
　好事例の横展開を行ったり、疑義が生
じた際の問い合わせ先になったりするこ
とも多く、その業務がなければ全国の労
働局やハローワークが困るかもしれない
と思うと、責任感とやりがいを感じます。

稲田：「いろいろな経験をしてみてほしい」
ということを伝えたいです。学生時代はい
ろいろなことに触れて、疑問を持つことが
大事だと思います。学業だけではなく、人生
の中で様々な経験をして、その中で生まれ
た感想や疑問が、将来の仕事につながるこ
ともあります。大学時代は比較的時間があ
るので、いろいろな経験をして、たくさんの
ことを感じたり考えたりしてほしいです。

吉川：就職活動は人生の中でも大きな選
択の一つだと思います。
　だからこそ、たくさんの社会人に会った
り、いろいろな業界を調べたり、面接を受
けたりして、自分で納得できる進路を選ぶ
ことが大切です。
　今、大学や大学院で学んでいる内容か
ら、「困っている人を助けたい」「誰かの役
に立ちたい」という思いを持っている方も
多いのではないでしょうか。

就活生へのメッセージ・
大学（院）生、就活生だったころの
自分に伝えたい言葉はありますか。

　厚生労働省には制度や政策という大き
な視点から社会全体を支えると同時に、そ
の影響を一人ひとりの暮らしへ届けられ
るという特徴があります。
　自分がどのような形で、どのような人に
アプローチしたいのか、そしてどのように
社会に貢献したいのかを考えながら就職
活動をしてほしいと思います。

松本：私自身、もともとは心理カウンセ
ラーになるのかなと思っていました。
　でも、今勉強していることなどにとらわ
れすぎず、「自分は本当に何がしたいのか」
を素直に考えることが大事だと思います。
　また、官庁訪問などで実際に職員の方
と会うこともとても大切だと思います。
　私は直感も大事だと思っていて、官庁
訪問で感じた印象は入省後もほとんど変
わりませんでした。
　今やっていることだけにとらわれず、自
分の直感も大切にしながら頑張ってほし
いです。

渡久地：私は「興味を持ったことには何で
も挑戦してみる」ということを大切にして
いました。本当に深く考えすぎず、「とりあ
えずやってみよう」というスタンスでいろ
いろなことに取り組んできました。
　実は国家公務員試験の前日まで中国
で学会に参加していて、帰国してから試験
を受けるかどうか迷ったこともありました
が、「とりあえず受けてみよう」と思って挑
戦した結果、今があります。
　どうしようかと悩み続けるよりも、まず
はやってみることが大事だと思います。
　やってみないと分からないこともありま
すし、がむしゃらに挑戦した結果を後から
振り返ることで、自分なりのキャリアが見
えてくることもあると思います。

①登庁
労働局や他係から
届いたメールを確
認し、今日の業務の
チェックします。

09：30

③昼食
同期や職場の方と一緒にランチへ。日比谷
公園や銀座、虎ノ門など、霞ヶ関周辺のお
店を開拓するのも楽しみの一つです。午後
の仕事に向けてリフレッシュします。

12：15

⑤実績集計・資料作成
各労働局から提出される
障害者の職業紹介状況な
どの実績を集計し、資料
を作成します。

15：00

⑥電話対応
労働局や関係機関、国民の方
などから寄せられる問い合わ
せに対応します。

17：00

②もにす認定企業の視察・労働局ヒアリング
障害者雇用に積極的に取り組んでいる企業を訪問し、雇
用の実態や取組内容の把握に努めます。また、労働局の
障害者雇用担当者へのヒアリングに同席し、現場の状況
や課題、今後の方向性等について理解を深めます。

10：00

④疑義照会への対応
係が担当している業務について
労働局から問い合わせがあり、
前例を参考にしながら回答案を
作成します。

13：00

⑦退庁
1日の業務を整理
し、翌日の予定を確
認して退庁します。

18：15

とったものだ」と気付いたことがありまし
た。ニュースで当たり前のように目にする
データも、実際に自分たちが作成や集計
に関わっていることを知り、仕事の影響力
や意義を感じました。

吉川：入省前、1年目は補助的な業務が中
心になると思っていましたが、実際にはか
なりスケールの大きい仕事を任せていた
だく機会が多いです。
　また、社会情勢が変化した時に、その情
報にいち早く触れられ、それに関わること
ができる点も印象に残っています。
　例えば最近の中東情勢に関連して、国
会議員からの要請を踏まえた支援策や助
成金の対応に関わることがありました。そ
の際、自分の担当分野で「こうした支援を
積極的に実施していく」という動きに携わ
る中で、国レベルの大きなスケールで物事
が動いていることを実感しました。

菅原：ここまでパンフレットを読んでくだ
さった皆さんには、ぜひ人間科学区分をお
すすめしたいです。
　国家公務員として行政の立場から大きな
スケールで仕事をしながら、地方研修など
を通じて現場の視点も持つことができます。
　政策と現場の両方を経験できるのは、
人間科学区分ならではの大きな魅力だと
思います。
　興味のある方、思いのある方はぜひ挑
戦してほしいです。

1年目職員の1日

1年目で経験している主な業務について

　各労働局から報告される障害者の職業紹介状況に関する実
績の取りまとめを担当しています。また、ハローワークシステムを
活用し、障害種別ごとの紹介状況など、障害者雇用の実態把握や
分析に必要なデータの抽出・確認を行っています。併せて、労働
局からの問い合わせ（疑義照会）への対応や、労働局ヒアリング
実施に向けた準備業務にも携わり、障害者雇用施策に関する知
識や業務への理解を深めています。

1. メンティー（柳沼さん）からメンター（青野さん）に
 相談したこと。
柳沼さん：業務の進め方やミスを防ぐための工夫など、業務に関
する幅広い相談をしました。また、保険の選び方や省内設備の利
用方法など、業務以外で気になっていたことや不安に感じていた
ことについても相談させていただきました。

3. メンティー（柳沼さん）にとってメンター（青野さん）
 がいてよかったと思ったのはどういう時ですか。
柳沼さん：入省直後は分からないことや不安が多くありました
が、気軽に相談できるメンターがいて心強かったです。困ったとき
にいつでも相談できる安心感があり、不安を抱え込むことなく業
務に取り組むことができています。

4. 今後、メンティー（柳沼さん）に
 どう成長していってほしいですか。
青野さん：柳沼さんは、「困り事を抱える人の力になりたい」とい
う想いが強い方です。この想いを忘れずに、この先の様々な経験
の中で多角的な視点と正確な判断力を養い、国民の声を政策に
反映できる行政官になって欲しいと思います。

2. メンター（青野さん）からメンティー（柳沼さん）に
 アドバイスしたこと。
青野さん：誰にでもミスは起こりうることを前提に、ミスの認識の
仕方を助言しました。具体的には、ミスという事象を単に「失敗」
と捉えるのではなく、その原因の分析と適切な対応方法の検討
により、次なる「成功」のエッセンスとなることをお伝えしました。

メンター制度に
ついて

松本：稲田さんの話と少し似ていますが、
告示改正に携わった時が特に印象に残っ
ています。
　規模としては、在宅就業支援に関する団
体が一つ追加されたという内容でしたが、
自分が関わったものが官報など記録とし
て残る形になることに、大きなやりがいを
感じました。厚生労働省、国家公務員とし
て働く魅力を感じた瞬間でした。

渡久地：私はキャリア形成支援室で、国家
資格であるキャリアコンサルタント制度に
関する業務を担当しています。
　印象に残っているのは、有識者や大学
教授、関係企業の方々が参加する検討会
に携わったことです。さまざまな立場から
の意見を踏まえながら制度の在り方を議
論する過程に関わることで、制度づくりの
現場を実感しました。
　また、一般の方から電話で問い合わせ
をいただく機会も多くあります。問い合わ
せ対応を通じて制度への理解が深まるだ
けでなく、自分が携わる制度が多くの方
のキャリア形成を支えていることを実感
し、やりがいを感じています。さらに、先輩

若手職員に聞いた
「やりがいを感じるとき」

● 作成したリーフレット等が現場で
運用されているのを見たとき
● 調整を的確に行い、滞りなく仕事が
進んだとき
● 自分の携わった仕事が報道されたとき




